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コマツ・ポートフォリオ・アドバイザーズ

　　　　　　　

来週の投資戦略 (1/30-2/3)

日米決算、FOMCに注目

2023年1月29日

小松　徹

注目事項　－　見所

10-12月期日米企業決算　―　減益も織り込み済み？　

1月31日、12月の鉱工業生産指数　―　前月比マイナス1.2%？

1月31-２月1日、米連邦公開市場委員会（FOMC）　―　0.25%利上げ後は？

２月2日、欧州中央銀行（ECB）理事会　―　0.5%利上げ後は？

2月3日、1月の米雇用統計　―　平均時給は前年比+4.3％？



株式市場見通し

先週の米国株式市場はテスラ（EV最大手）の株価33.3％急騰に引っ張られた。10-12月期の純利益が前年比59％増と予想を５％上回ったことに大きく反応した。2022年の純利益が125億米ドル（約1.6兆円）とトヨタ自動車（7203）の３分の２、本田技研工業（7267）の2.2倍に相当する。先週わが国の市場では、信越化学工業（4063）の決算が素晴らしかった。10-12月期も前年比4割増益となり、増配と自社株買いを発表、さらに１対5の株式分割も決定した。これでNISAの投資対象になろう。来週も日米主要企業の決算発表、米FOMC、さらにECB理事会などに注目したい。



来週米国で決算発表するのは、火曜日のアドバンスト・マイクロ・デバイス（半導体）、水曜日のアップル（ハイテク最大手）、アマゾン・ドットコム（EC+クラウド最大手）、アルファベット（グーグルの親会社）、クアルコム（半導体）など。このうち、半導体２社は10-12月期、1-3月期ともアナリストは３～４割減益を予想しているが、株価はすでに底打ちしている。アップルの10-12月期、1-3月期とも微減益が予想されているが、こちらも株価は上昇基調にある。アルファベットは前四半期の２割減益から今四半期は急速に回復する。



わが国の企業決算でKPAが特に注目しているのは、月曜日の三井住友フィナンシャルグループ（8316）、水曜日のキーエンス（6861）、木曜日のソニーグループ（6758）、三菱UFJフィナンシャル・グループ（8306）、金曜日の三井物産（8031）、三菱商事（8058）など。このうち、三井住友FGは増益基調にあるが、国債の含み損を処理して減益になるか。貸倒引当金の積み増しにも注目している。一方、三菱UFJFGは３四半期連続大幅減益が続いており、アナリストが10-12月期の赤字を予想している。会社計画は達成可能か、問われよう。キーエンスは増益率が急低下すると見られているが、KPAの関心は株式分割にある。これまでのような１対2では依然としてNISAの投資対象にならないので、１対5以上を期待する。



最後に、先週水曜日に東証が発表したプライム市場などの上場基準の経過措置を実質４年にするとの発表について。流動性基準を満たさない銘柄については早速出来高が急増しており、救いのファンドなどが市場に参加しているように思える。危ないので、大した理由なく急騰している銘柄には目もくれないことだ。



KPAの投資戦略

		ロング（買い）

		ショート（売り）



		好財務の割安株、今期増益株

		高PB低位株、高PE新興株





(注)　ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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